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	１．スクリーニング評価について
	化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（以下「化審法」という。）においては、「2020 年目標0F 」の達成に向けて平成21年に改正され、有害性評価に加えて暴露評価を行うことで、化学物質のリスクを総合的に評価・管理する手法が新たに取り入れられた。
	具体的には、既存化学物質を含む一般化学物質等を対象に、スクリーニング評価を実施し、リスクが十分に低いと判断できない化学物質を絞り込んで優先評価化学物質に指定した上で、それらについて段階的に精緻化したリスク評価を行うというものである。
	この優先評価化学物質を指定するスクリーニング評価は、平成23年以降、毎年度実施しており、基本的には、評価の前年度に事業者等から届出のあった製造・輸入数量、用途別出荷量（前々年度実績）等に基づき推計した全国合計排出量に分解性を加味した暴露情報と、国において収集した有害性情報に基づき、それぞれ暴露クラス・有害性クラスを付与した上で、有害性も強く暴露の指標も大きい優先度「高」の物質などを優先評価化学物質相当と判定している。
	図１　スクリーニング評価のイメージ1F
	２．これまでのスクリーニング評価の実施状況
	これまでに、一般化学物質等のスクリーニング評価は６回（平成23年１月、平成24年１月・７月、平成25年７月、平成26年11月、平成27年10月）実施し、その結果、優先評価化学物質に現在指定されている物質は合計196物質である。
	表１　スクリーニング評価の過去の評価実績
	※１　一般毒性・変異原性については暴露クラス２以上の物質、生殖発生毒性については付与せず
	※２　生殖発生毒性については暴露クラス２以上、一般毒性及び変異原性については暴露クラス３以上、発がん性については暴露クラス４以上の物質
	※３　生殖発生毒性については付与せず
	なお、この評価にあたり、有害性情報、暴露情報の評価方法はそれぞれ以下のとおり。
	○暴露情報：化審法に基づき事業者等より届出のあった製造・輸入数量及び用途分類並びにスクリーニング評価用の排出係数から推計される全国合計排出量に、分解性を加味した量により暴露クラスを付与している。
	３．今回のスクリーニング評価の実施対象
	今回のスクリーニング評価は、平成26年度実績の製造・輸入数量の届出において、製造・輸入数量が10t超であった一般化学物質等を対象とし、基本的にはCAS番号ごとに評価を行う2F 。また、公示前の判定済み新規化学物質についても、一般化学物質と同様、平成26年度実績の製造・輸入数量の届出において、製造・輸入数量が10t超であった物質を評価の対象とする3F 。
	表２　平成26年度実績製造・輸入数量
	４．今回のスクリーニング評価の基本方針
	今回のスクリーニング評価においては、有害性クラスは、暴露量が大きいと考えられる物質等から優先的に付与し、以下の方針に基づき実施する。
	（２）暴露クラス５又は外の物質については、暴露クラスの付与をもってスクリーニング評価を実施したこととする（専門家による詳細評価実施対象の物質や情報が得られている物質については評価を実施した）。
	５．スクリーニング評価の課題への対応状況
	上記の基本的な方針に基づき評価を実施していく過程で、有害性情報の付与に当たって、検討を必要とした①～②の課題に該当する物質については、以下の対応を行い、評価に向けた取組を進めたところである。これらの対応においても引き続き課題の検討が必要な物質については、それぞれ、有害性情報の更なる収集、評価単位の検討、推計排出量及び用途の継続的な把握など、実態に応じた対応を進めることとする。
	６．今回のスクリーニング評価の結果（案）
	これらについて、有害性クラスの付与及び優先度の判定を行った結果を、資料４及び資料６に示す。
	表３　今回のスクリーニング評価の結果
	また、優先評価化学物質の指定根拠でない項目について、最新の有害性情報及び最新の暴露クラスを用いて、スクリーニング評価に準じた評価を実施し、優先評価化学物質に相当すると判定された場合、優先評価化学物質の指定根拠に追加することとする。（資料７参照）
	７．今後の方針

